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2005年衆院選模擬投票に向けて
小選挙区比例代表並立制
衆議院選挙では二つの異なる投票方式を採用。有権者は投票所で2票を投ずる。第1は小選挙区。候補者の個人名を書き、選挙区で得票の多い者が1人だけ当選する。第2は比例区。政党名を書き、ブロックごとの政党得票数に比例して各政党の当選者数(議席)が決まる。議員は、政党が提出した名簿の順位の高い順に当選する。小選挙区と比例区に同時立候補した重複立候補者は、小選挙区での接戦の度合いで当選が決まる。

一票の格差
小選挙区は、各県で最低一人を割り当てるので、議員一人あたりの有権者数では人口の少ない県が有利となる。今回最も有権者の最も多い東京６区と最も少ない徳島１区を比較した、「一票の格差」は2.18倍となっている。
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突然、８月８日衆議院が解散された。参院の郵政民営化法案否決に対して、小泉首相が解散で国民意思を問うたものだ。党内反対派に自民党が対立候補を立てたのが「刺客」と騒がれ、さらに反対派が二つの新党を結成。８月は「劇場型選挙」と注目を集めてきた。郵政民営化への「国民投票」と言われるが、４年間の政権選択でもある。じっくりと政党間の論戦を聞いて判断すべきだろう。

マニフェスト比較、政策で政党を選ぶ

２１世紀臨調が２６日開いた「政権公約検証緊急大会」で自民公明・民主の政権公約（マニフェスト）を民間団体が評価。２９日には日本記者クラブで党首討論が行われ、各地でも公開討論会が行われている。政党ＨＰに他党批判まで明示され、政策論争が盛んである。また、小泉首相は「過半数割れば退陣」、岡田民主党代表は「政権とれなければ辞任」と言明し共に退路を断った。現代の選挙制度(右参照)で４度目の総選挙は、まさに次の首相を政策で選ぶものとなっている。

政権をかけた、自民対民主の闘い

与野党第一党の自民、民主両党は、全300小選挙区のうち280選挙区で対決。「政権を選択する選挙」の構図が鮮明になった。立候補者１１３２人は、自民・民主両党で若返りが進み、自民党で女性候補が増えて初めて民主党を上回った。が、ベテラン議員の引退の後に、息子や女婿などが後継となる「世襲」候補者が１５５人と目立っている。

どちも決定的多数を得られない選挙結果になると、自民党内の反対や二つの新党、共産党や社民党などの動向が注目されることになる。

注目される未成年選挙（模擬投票）

いま日本は選挙に燃えている。この政治的な大イベントに高校生が無関心でよいのか。君らの将来はこの選挙で大きく動く。大人と同じように、投票を考えることで選挙の面白さが分かるはずだ。模擬投票は、20代の投票率がきわめて低いことから、選挙への関心を高めようとしてＮＰＯライツが主催して行われている。どの政党が日本の政治を担当すべきか、真剣に考えて投票してみよう。

☆ＮＰＯライツ：http://www.rights.or.jp/
党首第一声で政策・姿勢を判断しよう自民党　改革を止めない　　　（小泉：左）
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郵便局のサービスを民間人ができないか、なぜ国家公務員なのか、皆さんに聞きたい。郵便局が民営化されれば郵便、貯金、保険の３事業だけでなく、新規事業もやっていい。法人税や固定資産税も納めて財政も助かる。過去４年の私の実績、外交も内政も判断していただくのは当然だ。が、郵政民営化なしでどんな行財政改革ができるのかが最大の争点だ。自民、公明で過半数をとれれば、郵政民営化反対の参院議員も必ず賛成してくれるはずだ。「民間にできることは民間に」に賛成ならば、自民党に支援をお願いしたい。

[image: image4.jpg]


[image: image5.jpg]


[image: image6.jpg]


民主党　日本を、あきらめない　（岡田：中）
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戦後６０年、自民党、自公連立政権が続いた中で、国、地方で千兆円近い借金ができ、人口も減り始めた。自公政権をストップさせ、国民の立場に立つ政治を作る選挙だ。小泉首相は「郵政選挙」というが、大事なことは年金と子育てだ。国民年金は４割が未納で、無年金者が続出してしまう。民主党に年金の抜本改革をさせてほしい。財政再建も重要。3年間で10兆円の歳出を削減して立て直したい。４年４か月でも改革のできない政権にこれから何ができるか。本当に改革をするためには政権交代しかない。私たちに一度やらせてほしい。

公明党　日本を前へ、改革を前へ　（神崎：右）
郵政民営化は構造改革のシンボルだ。既得権を持つ層の抵抗が激しいが、この改革をストップすると日本に未来はない。民主党は、国会審議中に対案を出さずに反対し、批判を受けてから対案を出した。そんな党に政権を任せられない。新たな改革として、子育て支援の強化と歳出の徹底した見直しを行う。国の全事業をチェックして廃止すべきもの、民間や地方に任せるものに分けていく。

共産党　たしかな野党が必要です　（志位）
改革の名で押しつける国民いじめの政治に対し暮らしを守る。郵政民営化には反対を貫く。サラリーマン大増税が重大争点だ。自民、公明、民主の増税連合に負けられない。「憲法９条を守れ」の１票は共産党へ。すぐに自衛隊をイラクから撤退させる。靖国問題を解決しアジアへ開く外交に取り組みたい。
社民党　国民を見ずして、改革なし　（福島）
平和と暮らしが一番と社民党は考える。地域を切り捨てる郵政民営化は改革に値しない。自民党と民主党は憲法を変えると提案している。社民党が議席を伸ばさないと憲法９条はなくなる。格差拡大社会ではなく、みんなが共に生きられる社会をつくる。勝ち組政治に１票か、命を大事にする政治に１票かだ。

国民新党　日本人のための政治　（綿貫）

郵政だけが国のすべてではない。民営化で解決するというのはまやかしだ。首相はすべてイエスの議会を作ろうとしている。同志が４０人いる。日本の羅針盤になって、日本丸を動かそうという志を持って戦う。

新党日本　信じられる日本へ　（田中）

１票の発想転換が求められる。「お任せ民主主義」だった過去に既存政党に裏切られてきた。長野県で行えた改革は国全体でも行える。地方の現場から、日本の制度や仕組みを根底から組み立て直す。

☆新聞やテレビでの論戦に注目しよう。☆

活用にあたって

この資料は、ネットで新聞などから集めた情報をもとに、杉浦が手を入れて作成したものです。編集の責任は杉浦にあります。

模擬投票のための資料として学校などで使って頂いて構いません。１ページ目の部分を適宜直して使ってください。

ご一報いただけると助かります。

NCB00524@nifty.com　です。




小泉政権継続か、政権交代かを考えよう！











